
補
正
予
算
な
ど
１７
議
案
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
１７
議
案
を
可
決

収
納
率
の
向
上
等
め
ざ
し

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

市
長
等
の
退
職
手
当

　
廃
止・減
額
を
可
決

市
長
等
の
退
職
手
当

　
廃
止・減
額
を
可
決

収
納
率
の
向
上
等
め
ざ
し

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

政
権
交
代
に

よ
る
影
響

政
権
交
代
に

よ
る
影
響

第
３
回
定
例
会
開
会

ＡＥＤ設置

リサイクルプラザなど
21施設に

国　 保

補
正
予
算
な
ど
１７
議
案
を
可
決

補
正
予
算
な
ど
１７
議
案
を
可
決

　
平
成
２１
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
５１
億
２
９
９
１
万

１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

４
９
８
億
３
７
５
９
万
１
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
本
案
は
関
係
各
常
任
委

員
会
に
分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

　
総
務
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、
公
共

施
設
設
置
用
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
対
象
施
設
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
多
く
の
市
民

が
利
用
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
公

民
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
く
す
の
き
・
さ

つ
き
園
、中
塚
荘
、文
化
会
館
、図
書
館
、

青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
資
料
館
、

市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
公
立

保
育
園
３
園
及
び
公
立
幼
稚
園
４
園
の

１８
カ
所
、
ま
た
企
業
広
告
の
掲
載
に
よ

り
無
償
で
設
置
す
る
施
設
と
し
て
、
庁

舎
本
館
・
第
２
別
館
及
び
ル
ミ
エ
ー
ル

ホ
ー
ル
の
３
カ
所
、
計
２１
カ
所
を
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
次
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
伴
う
救
急
救
命

講
習
の
実
施
状
況
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

受
講
職
員
は
約
１
８
０
名
で
、
１８
年
度

か
ら
は
同
講
習
を
新
規
採
用
職
員
の
研

修
と
し
て
位
置
づ
け
、Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
体

験
さ
せ
て
お
り
、
今
回
新
た
に
設
置
す

る
施
設
の
職
員
に
も
受
講
さ
せ
る
予
定

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
後
の
維
持
管
理
経

費
に
つ
い
て
は
、
交
付
金
活
用
に
よ
る

も
の
は
購
入
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
既

存
も
含
め
設
置
施
設
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
門
柱
周
辺
に
看
板
を
設
置
し
、
企

業
広
告
掲
載
に
よ
る
収
入
に
よ
り
維
持

管
理
経
費
を
賄
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
工
事
に
係
る
経
費
１
４
６
９
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
工
事

の
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
同
セ
ン

タ
ー
の
南
東
側
屋
根
に
２
０
０
Ｗ
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
５４
枚
設
置
す
る
も
の
で
、

試
算
で
は
年
間
１
万
１
９
０
０
ｋＷ
の
発

電
能
力
に
よ
る
歳
出
削
減
効
果
が
期
待

で
き
、
ま
た
、
１
年
間
で
高
さ
１０
ｍ
の

ク
ス
ノ
キ
を
１０
本
植
え
た
こ
と
と
同
じ

年
間
約
３
・
７　４
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
地
球
温

暖
化
対
策
な
ど
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
に
も
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
次
に
、
本
工
事
に
よ
る
費
用
対
効
果

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
国
の
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
に
加

え
て
、
同
交
付
金
の
活
用
を
前
提
と
し

た
２１
年
度
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

促
進
対
策
費
補
助
金
を
利
用
し
、
経
費

全
額
を
賄
う
予
定
で
あ
り
、
ま
た
年
間

発
電
量
約
１
万
１
９
０
０
ｋＷ
に
よ
る
節

電
効
果
に
よ
り
、
電
気
料
金
に
つ
い
て

年
間
約
１２
万
４
０
０
０
円
、
２０
年
間
で

約
２
４
８
万
円
の
歳
出
削
減
効
果
を
見

込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
小
・

中
学
校
の
校
舎
及
び
屋
内
運
動
場
の
耐

震
補
強
工
事
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
工
事
概
要
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
門
真
、
古
川
橋
、
脇
田
の
各
小

学
校
の
校
舎
及
び
屋
内
運
動
場
と
、
第

七
中
学
校
の
校
舎
及
び
第
四
中
学
校
の

　
平
成
２１
年
度
門
真
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）は
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１

７
３
２
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
２
２
９
億
９
６
０
１
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
保
険
料
徴
収
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
委
託
に
関
す
る
経
費
の
２１
年

度
分
５
２
２
万
６
０
０
０
円
と
債
務
負

担
行
為
と
し
て
２２
、
２３
年
度
分
１
７
５

６
万
５
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
業
務
の
概
要
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
現
年
分
を
対
象
と
す
る
督

促
状
の
発
送
後
に
電
話
で
催
告
を
行
い
、

納
め
忘
れ
や
早
期
の
納
付
勧
奨
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
新
規
滞
納
の
発
生
防
止

と
収
納
率
の
向
上
を
図
る
も
の
で
、
納

税
課
と
の
合
同
事
業
と
な
っ
て
お
り
、

保
険
収
納
課
に
お
い
て
は
、
専
門
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
１
名
及
び
納
税
課
と
の
兼
任

管
理
者
１
名
に
よ
る
体
制
で
、
２２
年
１

月
か
ら
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
次
に
、
架
電
に
よ
る
納
付
勧
奨
の
現

状
と
同
業
務
導
入
後
の
架
電
件
数
見
込

み
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
現
状
は
特
別

徴
収
対
策
と
し
て
年
３
回
程
度
、
休
日

及
び
夜
間
を
利
用
し
て
年
間
約
３
０
０

件
の
架
電
を
行
っ
て
い
る
が
、
同
業
務

導
入
後
は
、
月
約
１
５
０
０
件
、
年
間

約
１
万
８
０
０
０
件
の
納
付
勧
奨
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
次
に
、
同
業
務
導
入
に
よ
る
効
果
を

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
２２
年
１
月
か
ら
の

２
年
３
カ
月
間
で
の
効
果
額
と
し
て
は
、

　
市
長
等
の
退
職
手
当
の
支
給
額
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

１７
年
１２
月
に
策
定
し
た
行
財
政
改
革
推

進
計
画
の
推
進
項
目
で
あ
る
市
長
等
特

別
職
の
退
職
手
当
の
減
額
な
ど
に
つ
い

て
の
特
例
措
置
を
、
引
き
続
き
実
施
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
退
職
手
当
を
市
長
は

全
額
支
給
し
な
い
こ
と
、
副
市
長
は
１

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
よ
る
架
電
で
約
１
９
７
５

万
円
、
架
電
結
果
に
よ
る
文
書
催
告
で
約
１

６
７
２
万
円
、
文
書
催
告
に
よ
る
滞
納
処
分

で
約
１
７
３
２
万
円
の
計
約
５
３
７
９
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
府
内
各
市
に
お
け
る
同
業
務

の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が

あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し

た
。

０
０
分
の
４０
、
水
道
事
業
管
理
者
及
び
教
育

長
は
１
０
０
分
の
３０
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る

こ
と
と
し
、
公
布
の
日
に
在
職
す
る
市
長
が

２５
年
７
月
９
日
ま
で
に
退
職
し
た
場
合
及
び

当
該
市
長
の
在
職
期
間
中
に
選
任
ま
た
は
任

命
さ
れ
た
副
市
長
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
在
職
期

間
中
に
退
職
し
た
場
合
の
退
職
手
当
に
つ
い

て
適
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異

議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

屋
内
運
動
場
の
耐
震
化
工
事
を
行
う
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
未
実
施
の
学
校
は
、

小
学
校
６
校
、
中
学
校
３
校
と
な
る
が
、

２３
年
度
で
全
校
の
耐
震
化
が
完
了
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
な
お
、
財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
国

庫
補
助
の
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

交
付
金
が
原
則
と
し
て
補
助
基
本
額
の

２
分
の
１
充
て
ら
れ
、
残
額
に
つ
い
て

は
、
市
債
を
充
て
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
引
き
続
き
有
利
な
財
源
を
模
索
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
税
徴
収
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
概
要
、
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措

置
事
業
の
内
容
、
住
宅
市
街
地
総
合
整

備
事
業
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
正
予
算
に
お
け
る
経
済
対

策
の
国
庫
支
出
金
等
を
活
用
し
予
算
編

成
し
て
お
り
、
政
権
交
代
に
よ
り
国
の

補
正
予
算
が
執
行
停
止
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
国
庫
支
出
金
等
に

よ
る
事
業
の
予
算
を
執
行
停
止
す
る
が
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市

長
の
裁
量
に
よ
り
執
行
を
検
討
す
る
場

合
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案
は

全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　
平
成
２１
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１５
日
に

開
会
し
、
「
門
真
市
立
市
民
公
益
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
な

ど
、
市
長
提
出
議
案
１５
件
、
議
員
提
出
議
案
４

件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
決
算
認
定
２
件
に
つ
い
て
は
、

そ
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
閉
会
中
の
継
続
審
査
を
付
託
し
、
そ

の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可

決
、
承
認
並
び
に
同
意
し
、
９
月
２９
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

  

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
２１
年
８
月
１
日
〜
１０
月
３１
日
）

大
阪
府
市
議
会
議
長
会
総
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
第
３
回
定
例
会
開

会
）

決
算
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

建
設
文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
水
道
常
任
委
員
会

本
会
議
（
第
３
回
定
例
会
閉

会
）

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

東
部
大
阪
治
水
対
策
促
進
議

会
協
議
会
常
任
委
員
会

８
・
２１

９
・
８

　
　
１５

　
　
１５

　
　
１６

　
　
１６

　
　
１７

　
　
１８

　
　
２４

　
　
２９

１０
・
１３

　
　
１９

　
　
２６

　
　
３　０
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専
決
処
分
を
承
認

人
事
案
件
に
同
意

人
事
案
件
に
同
意

意
見
書
を
可
決

３９
万
円
に
引
き
上
げ

特
別
委
員
会
設
置

浜
町
中
央
小
増
築
な
ど

専
決
処
分
を
承
認

決算

出
産
育
児

一
時
金

指定管理者を指定
市民公益活動支援センター

■平成20年度決算額一覧表 （単位：千円）

　
平
成
２１
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億
２
７
１
０
万

４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

４
４
７
億
７
６
８
万
円
と
す
る
も
の
で
、

本
案
は
関
係
各
常
任
委
員
会
に
分
割
付

託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
浜
町

中
央
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
に
係
る
費

用
３
億
２
７
９
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
増
築
計
画
に
至
る
経

緯
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
当
初
、
北
小

学
校
を
浜
町
中
央
小
学
校
と
門
真
小
学

校
に
分
離
統
合
し
た
場
合
、
浜
町
中
央

小
学
校
に
つ
い
て
は
現
施
設
で
対
応
で

き
る
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
本
年
５
月

の
児
童
・
生
徒
数
調
査
を
も
と
に
し
た

推
計
で
は
、
今
後
児
童
数
が
ふ
え
、
こ

の
ま
ま
で
は
収
容
で
き
な
い
状
況
が
見

込
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
た
た
め
、
再
度

検
討
を
行
っ
た
結
果
、
北
小
が
分
離
の

ま
ま
で
も
増
築
が
必
要
な
こ
と
、
北
小

の
児
童
が
す
べ
て
同
じ
中
学
校
に
進
学

す
る
こ
と
が
子
供
に
と
っ
て
望
ま
し
く
、

地
域
・
保
護
者
の
願
い
で
も
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
６
月
下
旬
に
国
の
緊
急
経
済
対

策
も
活
用
で
き
る
と
判
断
し
た
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、
学
校
適
正
配
置
事
業
実

施
方
針
を
一
部
修
正
し
て
、
北
小
校
区

全
域
を
浜
町
中
央
小
へ
統
合
す
る
こ
と

と
し
、
増
築
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
子
宮
頸
が

ん
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
を
促
進
す
る

た
め
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
に
係
る
経

費
３
２
１
４
万
５
０
０
０
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、同
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
対
象
者
数
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

子
宮
頸
が
ん
４
４
０
９
人
、
乳
が
ん
４

５
５
６
人
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

 

　
な
お
、
２１
年
４
月
１
日
か
ら
８
月
３１

日
ま
で
の
間
に
同
検
診
を
受
診
し
、
一

部
負
担
金
を
支
払
っ
た
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
一
部
負
担
金
の
償
還
払
い

を
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
間
中
の
２２
年
３

月
３１
日
ま
で
実
施
し
て
お
り
、
９
月
１４

日
現
在
で
２２
人
が
申
請
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く

承
認
し
ま
し
た
。

　
７
月
か
ら
全

面
オ
ー
プ
ン
し

た
門
真
市
立
市

民
公
益
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い

て
、
審
査
の
付

託
を
受
け
た
民

生
常
任
委
員
会

で
は
、
選
定
の

経
過
に
つ
い
て

た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
同
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管

理
者
に
は
、
公

の
施
設
と
し
て

の
管
理
運
営
の

み
な
ら
ず
、
相
談
・
支
援
業
務
、
情
報

提
供
、
人
材
育
成
、
関
連
機
関
と
の
連

携
な
ど
市
民
公
益
活
動
を
よ
り
活
発
化

す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
を
求

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
情
報
に

も
通
じ
て
い
る
北
河
内
地
区
に
主
た
る

事
務
所
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
対
象
と

し
て
公
募
し
、
１
団
体
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
あ
い
ま
ち
門
真
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
外

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

門
真
市
上
島
町
２３
番
２９
号

　
　
な
が
　  

　 

さ
わ
　
　
の
ぶ
　
　
ゆ
き  

長
澤
信
之

　　
本
案
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
提
案
さ

れ
た
も
の
で
、
引
き
続
き
同
氏
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。

部
委
員
３
人
、
内
部
委
員
２
人
の
計
５

人
で
構
成
す
る
選
定
委
員
会
を
設
置
し
、

書
類
審
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
質
疑
応
答
に
よ
り
、
総
合
的
に
審
査

し
た
結
果
、
同
団
体
を
候
補
者
と
し
て

選
定
し
、
２１
年
１０
月
１
日
か
ら
２５
年
３

月
３１
日
ま
で
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入

後
の
人
員
体
制
、
使
用
料
減
免
措
置
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ

り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
平
成

２０
年
度
の
門
真
市
歳
入
歳
出
決
算
（
下

記
一
覧
表
の
と
お
り
）
及
び
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
審
査

の
慎
重
を
期
す
た
め
、
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
を

付
託
し
ま
し
た
。

　
委
員
８
名
の
氏
名
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
春
　
田
　
清
　
子

　
土
　
山
　
重
　
樹

　
山
　
本
　
　
　
純

　
鳥
　
谷
　
信
　
夫

　
佐
　
藤
　
親
　
太

　
田
　
伏
　
幹
　
夫

　
寺
　
前
　
　
　
章

　
吉
　
松
　
正
　
憲（議

席
順
）

　
門
真
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
出
産
に
要
す
る
費

用
の
実
態
を
踏
ま
え
、
少
子
化
対
策
の

充
実
を
図
る
た
め
、
政
令
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
２１
年
１０
月
１
日
か
ら

２３
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
の
出
産
に
係

る
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
３５
万
円
か

ら
３９
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

実
績
と
財
源
内
訳
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

１９
年
度
は
３
３
１
件
で
１
億
１
５
８
５

万
円
、
２０
年
度
は
２
７
４
件
で
９
７
２

５
万
円
、
２１
年
度
は
８
月
末
現
在
、
９８

件
で
３
６
９
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

財
源
内
訳
と
し
て
は
、
２
分
の
１
が
国

庫
補
助
、
残
り
２
分
の
１
の
う
ち
、
３

分
の
２
が
地
方
交
付
税
措
置
、
３
分
の

　
本
市
議
会
で
は
、
次
の
意
見
書
を
全

員
賛
成
で
可
決
し
、
直
ち
に
政
府
関
係

機
関
に
送
付
し
て
内
容
の
実
現
を
求
め

ま
し
た
。

　
歯
科
海
外
技
工
物
に
係
る
意
見
書

　
大
胆
で
き
め
細
か
な
雇
用
対
策
を

　
求
め
る
意
見
書

　
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行

　
等
を
求
め
る
意
見
書

１
が
保
険
料
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案

は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

区分
会計名
一 般 会 計

特

別

会

計

合　　　計

国民健康保険事業
四宮土地区画整備事業
公共下水道事業
都 市 開 発 資 金
公共用地先行取得事業
老 人 保 健 事 業
後期高齢者医療事業

45,085,125
15,963,115
52,691

6,865,845
0

927,654
848,487
858,323

70,601,240

44,936,356
21,728,063
52,691

6,676,790
0

927,654
863,738
836,470

76,021,762

148,769
△ 5,764,948

0
189,055

0
0

△ 15,251
21,853

△ 5,420,522

101,345
0
0

8,551
0
0
0
0

109,896

47,424
△ 5,764,948

0
180,504

0
0

△ 15,251
21,853

△ 5,530,418

歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差 引 額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支

■議会で決まったこと

報告第 6号

報告第 7号

報告第 8号

承認第10号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

認定第 1号

認定第 2号

議員提出議案
第 4 号
議員提出議案
第 5 号
議員提出議案
第 6 号
議員提出議案
第 7 号

議決不要

議決不要

議決不要

承　　認

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

同　　意

継続審査

継続審査

可　　決

可　　決

可　　決
　  
可　　決

専決処分の報告について

門真市土地開発公社の経営状況について

財団法人門真市文化振興事業団の経営状
況について

専決処分の承認を求めることについて(平
成21年度門真市一般会計補正予算(第３号)
について)

門真市立市民公益活動支援センターの指
定管理者の指定について

市長等の退職手当の支給額の特例に関す
る条例の制定について

門真市国民健康保険条例の一部改正につ
いて

門真市国民健康保険条例及び門真市後期
高齢者医療に関する条例の一部改正につ
いて

門真市消防団員等公務災害補償条例の一
部改正について

門真市立学校設置条例及び門真市立放課
後児童クラブ条例の一部改正について

門真市立小・中学校施設設備使用条例の一
部改正について

門真市立幼稚園条例の一部改正について

平成21年度門真市一般会計補正予算（第４号）

平成21年度門真市国民健康保険事業特別
会計補正予算(第２号)

平成21年度門真市公共下水道事業特別会
計補正予算(第１号)

教育委員会委員の任命について

平成20年度門真市歳入歳出決算認定につ
いて

平成20年度門真市水道事業会計決算認定
について

門真市議会政務調査費の交付に関する条
例の一部改正について
歯科海外技工物に係る意見書

大胆できめ細かな雇用対策を求める意見書

改正貸金業法の早期完全施行等を求める
意見書

番　　号 件　　　　　名 議決結果

■市政に対する一般質問

１　高齢者施策について
　⑴　地域包括支援センターについて
　⑵　福祉ネットワークづくりについて
　⑶　友愛訪問活動について
　⑷　高齢者の医療・介護について
　⑸　認知症について
２　第２京阪道路について
　⑴　環境影響調査について

１　門真市社会福祉協議会について
　⑴　事業の現況と今後の行政サービス
について

１　市民との協働の広がりについて
　⑴　市民協働モデル事業に対する市の
見解について

１　門真市第５次総合計画について
　⑴　策定の進捗等について
　⑵　計画（案）について
２　市営新橋住宅について
　⑴　現状について
　⑵　居住者への説明の状況について
　⑶　今後の市の考え方について
３　保育所民営化について
　⑴　民営化後の現状について
　⑵　合同保育終了後の市の法人への対
応について

質　　問　　要　　旨

１　校庭の芝生化について
２　ヒブワクチンへの公費助成・定期接種
化について

３　救急医療情報キット（命のバトン）の
導入について

１　新型インフルエンザ対策について
　⑴　新型インフルエンザに対して現在
されている対策について

　⑵　感染防止に対する今後の対策につ
いて

２　水道局の管理体制について
　⑴　職員の管理について
　⑵　工事に対しての管理について

１　学校適正配置事業について
　⑴　学校適正配置事業実施方針の見直
しについて

２　小・中学校の耐震化のさらなる推進に
ついて

３　小・中学校の太陽光発電設備の導入に
ついて

１　消費者行政の充実について
　⑴　消費者相談コーナーの施設改善に
ついて

　⑵　相談者のプライバシー保護について

１　園部市政２期目の取り組みについて
　⑴　これまでの行財政改革の成果について
　⑵　今後４年間の市政運営について

質　　問　　要　　旨
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